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若鮎祭特集
キャンパスが大いに賑わった若鮎祭 10月28日㈯･29日㈰
準備日からフィナーレ、そして翌日の片付けま
での４日間があっという間に過ぎ去っていったな
というのが、正直な感想です。
前日準備では、多くのテントが水上ステージを取
り囲み、体育館やメイン通りの装飾が進むのを垣間
見ていると、普段は静かな中庭がいよいよ若鮎祭モ
ードになるなと実感していました。およそ８ヶ月間
もの長い間、みんなで準備してきたものが具現化す
ることに対する期待と、それが問題なく実行される
のかという不安で胸がいっぱいでした。
準備には想像以上に多くのことがありました。
少しふれてみます。
前実行委員会の方々からの引継ぎを経た後、医
学科４回生・看護科２回生の全員で集まって、第
32回若鮎祭実行委員会を正式に立ち上げたのが、
３月。新歓期間は、自治会・新入生歓迎委員会の
メンバーとともに自治団体費を集め、５月からは
各局いよいよ本格化。企画の立案、芸能人の出演
交渉、寄付金・パンフレット広告協力のお願い。
体育会の部の人たちは西医体に向けての練習も激
しくなり、この時期は大変だったと思います。西
医体から帰ってきたら、企画の交渉や広告費集
め、電力問題、周辺地域への周知活動。そして、
９月にはパンフレット作製。10月は、瀬田駅前・
大津パルコ前で風船配りの広報イベント。まだま
だここに書ききれないことがたくさんあります。
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実行委員長　医学科第４学年　倉 橋 幸 也
第32回「若鮎祭｣を終えて
トピックス
このように本番までに多くの活動を経て、前夜
祭の開始を迎えました。前夜祭から多くの人で賑
わっていたので、ますます本番への期待感を高め
つつ、翌日に備えて床に就きました。　
とうとう本番です。天候にも恵まれました。朝
早くから、体育館では行列ができ、フリーマーケ
ットは賑わい、ステージも盛り上がり、一安心。
King of Entertainersの最後にだけ雨が降りました
が、むしろ良い演出になっていました。メインゲ
ストが来ない土曜日にもかかわらず大勢の人であ
ふれていたのが、他の企画が評価されているのか
なと思い、うれしかったです。
日曜日も天候に恵まれました。前日同様、大盛
況！　僕は両日とも会場をあちらこちらと見回っ
ていたのですが、子どもからお年寄りまで幅広く
楽しんでいただけているのがよくわかりました。
チュートリアル・笑い飯・とろサーモンの３組に
よる吉本お笑いライブのときは、中庭が笑いの渦
に巻き込まれているようでした…(このときはフ
ィナーレに備えていて、ステージは見られません
でした。とろサーモンの時のハプニングも後から
聞いて驚きました｡)フィナーレで、隠しゲストの
たむらけんじが出て驚きの大歓声にわくのを舞台
袖できいたときは、満足感と次の出番に控えての
高揚感にあふれていました。その後の挨拶で僕が
すべってしまったのは、ご周知の通りですが…無
事花火の打ち上げまでできてよかったです。
若鮎祭の華やかな部分は大成功だったのです
が、大きな問題が発生することなく無事終えるこ
とができたことにもふれておきたいと思います。
懸念された騒音に関しては、丁寧な引継ぎもあり
十分に対策できました。その甲斐あって、特に大
きなクレームはありませんでした。みんなの協力
により、黙々と駐車場警備をしてくれたり、会場
のごみを回収したり、凍えるくらい寒い中飲酒検
問をしてくれたりと、目立たないけれども欠かす
ことのできない大変な仕事を徹底することできた
ことも見逃せません。本当にありがとうございま
した。
さて、今年の若鮎祭は無事成功に終わったので
すが、それで学園祭の仕事が終わったわけではあ
りません。来年も若鮎祭が無事開催されるように
引継ぎの準備を始めています。来年はどんな若鮎
祭を作り上げてくれるのかなと期待しながら、現
在今年の反省をまとめている最中です。
ここから、僕自身の感想を少し述べさせて頂き
ます。
まさか僕が実行委員長をするとは思いません
でした。周りもびっくりだったこと間違いありま
せん。人前に立って何かするのは苦手ですし、な
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んとなく委員長になったのはまずかったかなと思
ったときもありました。けれども、今となっては
貴重な機会をいただけたと感謝しています。普段
僕たちが何気なく生活できているのは、多くの方
の御支援があってこそだと、学園祭の準備を通じ
て改めて実感しました。準備は確かに実行委員会
を中心になされるのですが、むしろ実行委員会は
助けてもらっていたのだなと。若鮎祭は、本当に
多くの方のものなのです。だから、『大変そうだ
けど頑張って』と先輩から後輩にいたるまで声を
たくさんかけて頂いたのはとてもうれしかったで
すし、もっと頑張ろうと思うことができました。
また、実行委員にも恵まれました。頼りない僕
に不安・不満を多々抱いていたと思いますが、そ
こをこらえて見守ってくれていたおかげで、大き
な衝突もなく本番までやり遂げることができまし
た。音響・照明やステージ設営・電気管理の会社
の方々からは、『若鮎祭ほど学生が手作りで頑張
り、みんなが参加している学園祭は、なかなかな
いよ、面白かったよ｡』とほめて頂きました。作
り手も楽しめる若鮎祭ができたことを誇りにした
いと思います。学内外問わず、今まで接点がなか
った方たちと話すことができたのも良い経験とな
りました。自分にはない視点を少し知るだけで物
の見方が多様になったと思います。机の上ででき
る勉強では身につかないものに気がつき、得るこ
とができたのが幸いでした。この貴重な経験は将
来の自分への糧になったに違いありません。
最後になりましたが、教職員の皆様、湖医会
を中心にしたOB・OGの皆様のおかげで、無事成
功を収めることができました。また今年は、瀬田
商工会様の呼びかけで、瀬田中学校の職場体験の
一環として中学生を若鮎祭の企画に受け入れまし
た。ますます地域に開かれ、根付く若鮎祭になる
ことでしょう。今後も後輩たちが作っていく若鮎
祭に御理解並びに御支援のほどよろしくお願いい
たします。
長くなりましたが、以上をもって僕の若鮎祭の
総括とさせて頂きます。度々繰り返しになります
が、本当にありがとうございました。
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副委員長　川 口 剛 史
第５回湖医会賞授与式及び受賞記念講演会と若
鮎祭の共催に関する仕事を担当させていただきま
した。準備期間と本番は本当にあっという間に過
ぎていきましたが、｢卒後はバラバラになってしま
うので、このような会は各地で活躍する同級生と
再会できる貴重な場、これからも続けてほしい｡｣
という来場された先生方からのご要望にお応えす
るべく、しっかりと後輩に引き継ぎたいと思いま
す。湖医会事務局の方々をはじめ、共催にご協力
いただいた皆様、ありがとうございました！
副委員長　坂 田 憲 祐
若鮎祭お疲れ様でした。みなさん一人一人の力
で今年も若鮎祭を無事に成功させことができまし
た。若鮎祭の運営や実行に参加できたことはとて
も思い出に残る貴重な体験となりました。みなさ
ん、本当にありがとうございました！
副委員長　杉 谷 義 彦
若鮎祭に関わっていただいた全ての皆様に大変
感謝しております。協力的な１～４回生(実行委
員以上と思われるほど働いてくれた同級生もいた
程)、いろいろ教えていただいた先輩方ほか、ご
寄付いただいた学内学外全ての方々のお力のおか
げで、無事にフィナーレを迎えられました。
１回生の時に自分が体験した学祭を目標にし
て、同じ感動を１回生に与えられればいいなと思
って頑張りました。去年の学祭のすごさは僕たち
のプレッシャーでしたが、残してくれたものが大
きく、活かせた事が多く、本当に助かりました。
来年以降、更なる若鮎祭の発展を祈ります。一
つ大切なことは、地域、病院の方々のことを第一
に考え、医療人としての節度を守った学祭をする
ために、早く終わりましょう。
副委員長　森 野 有 香
私の仕事は生協と実行委員会をつなぐというも
のが主でした。学園祭当日の３日前に私の確認不
足のため、慌てて対処しなければならない事態が
発生してしまい、大変な時期もありました。それ
を乗り越え、当日は特に大きな問題もなく過ぎて
いきました。あっという間の２日間で、終わって
みれば良い評価をしていただいて、心からほっと
しました。
要領が悪く、たくさんの人にご迷惑をおかけし
ましたが、私自身達成感をとても感じています。
学園祭に関わって下さったみなさまに心から感謝
しております。本当にありがとうございました。
ステージ局局長　金 城 孝 則
医学科第四学年、看護科第二学年のみなさん一
年弱お疲れ様でした。若鮎祭のステージ局長とい
う立場に不安で押しつぶされそうなときもありま
したが、なんとかかんとか副局長の助けもあり、
乗り切ることができました。学祭が成功するか否
かは、ステージが成功するか否かだと思って、絶
対に去年よりもよいものを作り上げてやろうと頑
張ってきました。個人的には、ステージは今まで
若鮎祭の成功を支えた実行委員の感想
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にない成功を収められたと思っています。これも
みなステージ局員の協力があってのことだと思い
ます。本当に局員に恵まれました。一年間ありが
とうございました。来年はもっとよい若鮎祭にな
ることを期待してやまないです。
ステージ局副局長　中村　麻理子
私は２回生ということで、まだ１回しか若鮎祭
を経験したことがなくて若鮎祭に対してのイメー
ジがわかないところがあったり、自分は何をした
らいいのかわからなかったり、本当にこんな大役
を果たせるのかと始めはとても不安な気持ちでい
っぱいでした。ステージの企画を担当し、悩んだ
り困ったりと大変なことも多々ありましたが企画
がどんどん形になっていくにつれて楽しくて実行
委員になってよかったと思うようになりました。
こんなにも私が楽しく副局長という仕事を務め
ることができたのも支えてくださったみなさんの
おかげです。本当にありがとうございました。
企画局局長　岡 山 千 尋
学祭までの８ヶ月、本当に色んな事がありまし
た。学生の甘さを突かれ、辛いこと、悔しいこと
も。でもそこから学んだ事は山のようにあり、最
終的には、当初覚悟していたほど大変でもなく、
やって良かったなぁというのが素直な感想です。
クレームもなく、笑顔で学祭を終えられた事！こ
れが私にとって１番嬉しいことでした。
今年の学祭テーマを現実化しようと、少ない人
数で「体験型企画」をたくさん企画してくれた局
員の皆、本当にありがとう☆そして学生課・生協
の方々、実行委員の皆、支えてくれた友達。皆の
存在はとても暖かかったです。後輩の皆さん、実
行委員いいものですよ？（笑）
企画局副局長　喜多　ひかり
今年の若鮎祭で企画局の副局長という役を任さ
れ、若鮎祭の成功に向けて色んな活動をやって来
ました。今考えると最初は全く副局長という実感
がなく、ただやるべき仕事内容をこなして行って
いるだけだったように思います。それが、夏休み
に入り実行委員会や企画局の中での会議、作業が
どんどんと増えて行き、企画局員の先輩方や同学
年の局員の皆と活動していくなかで、企画局の副
局長としてしっかりしないといけないと強く感じ
るようになりました。
そして、若鮎祭当日はたくさんの方々が企画の
ブースに来て下さって、本当に忙しくも充実し
た若鮎祭になったと思います。企画の副局長とし
て、頼りない部分はたくさんありましたが、若鮎
祭が成功に終わったのも、実行委員を中心として
活動していただいた皆さんの協力があったからだ
と思います。本当にありがとうございました。
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総務局局長　賀 来 良 輔
実行委員をしたいと思った動機は､『なんか楽
しそうだった』から。やってみるとなかなかにし
んどかったけれど、終わってみるとやっぱり『楽
しかった』。
総務局は当日はもちろん、準備や片付けでも仕
事が多く、局員や学生課の方々、他にも色々な人の
助けが無ければ絶対にうまくいかなかったと思いま
す。皆さん、本当にありがとうございました。
総務局副局長　島 田 貴 栄
皆とともに作り上げた若鮎祭を誇りに思いま
す。集団活動の機会が少ない大学生活で「皆と協
力し合い何かを作り出す素晴しさ」を改めて実感
することが出来ました。
総務局は会場の設営やゴミの回収、警備など裏
方の仕事を一手に引き受ける局のため、多くの方
の協力がなければ若鮎祭が成功に終わることはな
かったと思います。皆さんに楽しんで欲しいと思
って進めてきた若鮎祭でしたが、私自身も大いに
楽しむことができ、実行委員の一員として若鮎祭
に携われたことをうれしく思います。
広報局局長　大 塚 武 人
若鮎祭を無事成功させることができ、大きな達
成感を感じています。
こんな私が広報局長としてやっていけたのも、
支えてくれた友人達のおかげでした。本当に苦し
い時に助けてくれる、これ以上心強いことはあり
ません。私も友人にとってそんな存在でありたい
と思いました。
最後に、今年の広報の原型を考案し、引き継い
で下さった香取さんを初め先輩方に深く感謝して
います。ありがとうございました！
広報局副局長　宮川　まどか
今回若鮎祭の実行委員をやらせていただいたこ
とは、大学生活において本当に貴重な経験になっ
たと思います。実行委員会の立ち上げから若鮎祭
の実施、反省会まで何らかの形で関わってきまし
たが本当に充実した毎日が送れていたんだなぁと
感じます。
若鮎祭を成功させることができたのは、学生全
員の協力とバックアップしてくださった学校関係
者、地域・企業の方々のおかげです。本当にあり
がとうございました。
この経験を活かして今後の大学生活を送ってい
けたらいいなぁと思います。
財務局局長　佐 藤　 彩
財務局はまだ仕事が続いていますが今年の学祭
もひとまず無事終わりました。最終収支報告はま
だ出ていませんが大きく予算をオーバーすること
もなく、財務局としてもまずまずの学祭でした。
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長い準備期間のうちには心身とも疲弊し財務局
長を引き受けたことを後悔したこともありました
が、今は達成感と安堵感でいっぱいです。本当に
引き受けてよかったと思います。
最後にご寄付いただいた同窓生の皆様、教員の
先生方、また財務局の仕事をサポートしてくださ
った湖医会関係の皆様、学校職員の皆様、学生の
皆様にこの場を借りて感謝をしたいと思います。
本当にありがとうございました。
財務局副局長　榮 藤 摩 耶
今回、若鮎祭の立ち上げから反省までに参加さ
せて頂き、学校関係者の方々、企業・地域の方々
の協力の大切さを感じました。全てを自分達で
行う為、１つ１つの行動が責任重大であり物事を
進める上での自分の役割を真っ当することの難し
さ、大切さを実感する事ができました。私は財務
局だったため、寄付のお願いが主な仕事でした。
そのため、諸先生方・卒業生の方々にお願いをし
に行くと、多くの方が快く協力してくださり、こ
のような方々がいる為若鮎祭は成り立っており、
感謝しなければならないと思いました。
色々と迷惑をかけたことも多かったですが、皆
さんの協力の下、若鮎祭を無事終えることができ
ました。ありがとうございました。
広告局局長　松 井　 潤
広告局はどこの局よりも早くに若鮎祭に向けて
活動を開始しました。広告局の役割は若鮎祭の運
営費を集めることなので、一番忙しい時期が夏休
み前後にきます。目標額を達することが出来たの
も、地道に何回も企業回りをしてくれた局員のお
かげです。本当にありがとう！また僕自身、局長
をしたことで新しい人間関係を築くことができ、
若鮎祭を人一倍楽しめました。今年作ってくれた
広告局員みんなの成果が、来年やその次にも役に
たっていってくれればと思います。
広告局副局長　福 田　 結
今年の学園祭で広告局の副局長という役目を負
い、何も分からないまま実行委員の一員となるこ
とになり、いろいろな仕事をする中で、若鮎祭と
いうものは本当にたくさんの人達に支えられて成
り立っているのだということを実感することがで
きました。
そして何よりもうれしかったことは、いくつも
の学校の学園祭でステージの仕事をしてこられた
企業の方に若鮎祭をとても良い学園祭だとほめて
もらい、それは全ての学生が一つになって学園祭
を盛り上げようとしているからだと言ってもらえ
たことです。これほどの学園祭を作ることができ
たのも支えてくださった方々や、盛り上げてくれ
た学生のみなさんがいたからなのだと思います。
本当にありがとうございました。
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滋賀医科大学全学フォーラムを開催
12月11日㈪に臨床講義室３において､「滋賀医科大
学の諸活動について」と題し、全学フォーラムを開
催しました。
まず、吉川学長のあいさつでは、この１年間のキ
ャンパス整備状況などの説明や、これから中期目
標・中期計画の達成にむけて取組んでいく決意が述
べられました。続いて馬場理事から教育・研究・社
会貢献に関する取組と実績について、森田理事から
は病院の現況や再開発計画など、村山理事からは上
半期の財務状況など、また若林理事から駐車場のゲ
ート化や保育所の開設などについてそれぞれ報告がありました。
次に、馬場理事から「教員組織について｣、吉川学長から「教員任期制再任評価の試行について」の報
告がありました。
このフォーラムには教職員合わせて約160名の参加があり、参加者からは、熱心な質問や意見が相次
ぎ、約２時間にわたる全学フォーラムを終了しました。
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新任教員紹介
10月1日付けにて、基礎看護学講座助教授を拝
命致しました。
低経済成長下の少子高齢化を背景に内閣府では
様々な法律を制定し、医療や福祉を含む社会保障
制度改革に着手しました。ご存知のように2006
年度の診療報酬改定は3.16％という過去最大のマ
イナス改定でした。国民医療費からすると約１兆
円の医療費抑制効果があるといわれます。しか
し、マクロでは効果的とはいえ、個々の病院にと
っては経営上大きな打撃であることは間違いあり
ません。この中で、看護職員の配置基準の引き上
げ、在宅医療にかかる評価の充実、WOC認定看
護師の専門的なケア技術の評価等、看護・コメデ
ィカル重視の流れが出来たことは、看護の力が認
められた改定として特記すべきことであると思い
ます。
このように、時代は動き、社会が求める看護職
像も変化してゆきます。近年声高に叫ばれてきた
「CureからCareへ」の理念を現実的な姿として
見せることができるのは、高い倫理観と豊かな人
間性の土台に築かれた、優れた専門性に裏打ちさ
れた「自律して行動できる看護職」に他なりませ
ん。国の期待、地域の期待、患者の期待に応えて
いけるこれからの看護師を育成していくことは、
わくわくするほど楽しい仕事です。学生とともに
育ちあう環境の中で今後も精一杯努力していきた
いと考えております。
研究に関しましては、私は臨床看護師時代から
リンパ浮腫看護を疑問視してまいりました。看
護ケアの中には、伝承や経験則にのっとって提供
され、ケアの根拠を科学的に証明していかなけれ
ばならない事柄があまりにも多く存在します。リ
ンパ浮腫看護もその一つです。今後は、従来進め
てまいりました研究で導き出した成果を、再び臨
床看護へと還元することが私に与えられた使命で
あると考えております。地道な日々の研究活動に
よって、滋賀医科大学リンパ浮腫外来開設に微力
ながら貢献することができれば幸甚です。さらに
は、がん看護学の一分野としてリンパ浮腫ケア専
門看護の構築に寄与することが私の仕事上の夢で
す。
今後とも、御支援、御協力を賜りますよう、ど
うぞよろしくお願い申し上げます。
助教授　作 田 裕 美
基礎看護学講座　助教授就任挨拶
(経　歴）
平成 5年 3月　鳥取大学医療技術短期大学部看護学科卒業
平成 5年 4月　広島大学医学部附属病院看護部
平成13年 3月　愛媛大学医学部看護学科卒業
平成13年 4月　広島大学医学部附属病院医療社会福祉部
平成15年 3月　広島大学大学院医学系研究科
博士課程前期修了(修士　保健学）
平成15年 4月　山口大学医学部保健学科助手
平成17年 4月　滋賀医科大学医学部看護学科
基礎看護学講座講師
平成18年 3月　広島大学大学院保健学研究科
博士課程後期修了(博士　看護学）
平成18年10月　滋賀医科大学医学部看護学科
基礎看護学講座助教授
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10月28日㈯、第32回若鮎祭の開会式に引き続き平成18年度学生表彰が行われました。
今回、表彰を受けられたのは、昨年10月から本年９月までの間に学業以外のスポーツや
研究活動で優れた実績、評価を得た11の個人及び団体です｡
表彰式は中庭の特設水上ステージの上で、馬場副学長、永田学生生活支援室長、推薦者
から松浦教授と倉橋若鮎祭実行委員長の列席のもと、吉川学長から表彰状と副賞が手渡さ
れました。なお、今回は博士課程の大学院学生によるポスター発表会の評価結果に基づく
｢優秀ポスター賞」の受賞式もこれに先立ち行われました。表彰式は天候にも恵まれ、多
くの学生の見守る中、和やかな雰囲気で行われそれぞれの受賞者が喜びの一言を述べるた
びに大きな拍手がわき上がりました。
平成18年度 学生表彰
推 薦 理 由 推　薦　者
陸上競技部　
医学科5年 　 佐野　善智
第58回西日本医科学生総合体育大会
男子400Mハードル　 優勝　
顧問教員
社会医学講座
西教授
バスケットボール部
医学科3年 　齊藤奈津穂
第58回西日本医科学生総合体育大会
女子バスケットボールにおいてベスト5プレーヤーに選出
　
顧問教員
生理学講座
松浦教授
ハンドボール部 第58回西日本医科学生総合体育大会優　勝　
顧問教員
分子神経科学
研究センター
遠山教授
ハンドボール部　
医学科3年 　 佐治　雅史
第58回西日本医科学生総合体育大会
ハンドボールにおいてベスト7プレーヤーに選出　
ハンドボール部　
医学科5年 　 宮 田　 悠
第58回西日本医科学生総合体育大会
ハンドボールにおいてベスト７プレーヤーに選出　
ハンドボール部　
医学科5年 　 八木　典章
第58回西日本医科学生総合体育大会
ハンドボールにおいてベストキーパー賞に選出　
ハンドボール部　
医学科6年 　 高島　範之
第58回西日本医科学生総合体育大会
ハンドボールにおいてベスト７プレーヤーに選出　
ハンドボール部　
医学科6年 　川 口 庸
第58回西日本医科学生総合体育大会
ハンドボールにおいてＭＶＰ賞を獲得　
ハンドボール部表彰
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推 薦 理 由 推　薦　者
端艇部
男子舵手付きフォア
第58回西日本医科学生総合体育大会
男子舵手付きフォア部門優勝　
顧問教員
麻酔学講座
野坂教授
大学院学生3年
CHOWDHURY TURIN TANVIR
本年6月にローマで開催された第14回国際動脈硬化学会にお
いて「日本の農山村部の高齢者における急性心筋梗塞罹患率
の推移」の研究テーマにて若手研究者奨励賞を受賞した。
指導教員
社会医学講座
上島教授
医学科第6学年
下村　昭彦
病理学講座にて研究に従事し、論文2編の共著の成果を挙
げ、その集大成として第64回日本癌学会において筆頭演者
として「十二指腸液逆流モデルに発生した食道扁平上皮癌
からの細胞株の樹立」を発表した。
指導教員
病理学講座
服部教授
大学院博士課程　優秀ポスター賞
研究テーマ
内科学（内分泌）
池内　央子
Identiﬁcation of fructose-induced nuclear 
protein regulating the transcription of sterol regulatory 
element binding protein-1c gene
CHOWDHURY TURIN TANVIRさん端艇部表彰
齊藤　奈津穂さん 川口　庸さん高島　範之さん
池内　央子さん下村　昭彦さん
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僕はケニアにいってきました。今回、研修での生
活を紹介してくれないかという話をいただいたので簡
単に紹介していきたいと思います。
皆さんが抱かれる印象はどのようなものでしょう
か？まずはケニアについて簡単に。人口３千万、面
積は日本の1.5倍、首都はナイロビ､時差６時間の赤道
直下の国で、ナイロビ市内にあるキベラスラム(ナイ
ロビの蜂という映画の舞台としても有名です)は80万
の人口を数え、世界第二位のスラムとなっています。
また普通の小学生でさえ、英語、スワヒリ語、自分の
民族語を自由に操っていて、小学生相手の会話で「ご
めん聞き取れなかったから、もう一度言ってくんない
?」とお願いするのがすごく恥ずかしかった！赤道直
下の国にもかかわらず、ナイロビは標高1,700ｍくらい
にあるので、年中涼しく長袖が手放せないほどです。
また、僕たちが主に行動した南部ではサバンナが広が
っていて、キリン、象、ライオンなど多彩な動物も見
ることができます｡
まずは研修以外の生活について。研修中ケニアの
食事は、肉が中心で、肉じゃがのようなカランガと
いう料理や、ニョマチョマという焼肉と、ウガリとい
うとうもろこしを練った穀物や白米をよく食べていま
した。日本人の口にも良く合い非常においしかった。
蛇足ですがケニアでは、４文字の言葉で、三文字目に
「ん」がつくものが多く、カランガ(肉じゃが)カヤン
バ(楽器)カリンガ(お世話になったケニア人)ムガンガ
(霊媒師)ムズング(白人)と非常にややこしく日本人泣
かせな国です。また、ケニアに来たらサバンナ、サフ
ァリでしょう！ってなわけで、国立公園(動物保護区
のようなところ)の外でも20頭くらいの野良キリンの
群れを見たり、公園内では１ｍくらいの距離でライオ
ンが歩いていたり、道を車で走っていると道の真ん中
に象とぶつかりそうになるなど、日本では考えられな
いことが起こります。朝に象の声で目が覚めるなん
て、いかにもケニア！って感じでした。
このように書いていると、まるで観光旅行にでも
いったかのようですが、きちんと研修もしてきまし
た。研修は主にKEMRIと呼ばれる長崎大学のケニア
拠点見学や長崎大学の先生が行っているフィールドワ
ークに同行したり、KEMRI近くの国立病院、富裕層
を対象にしたPRIVATEの子供病院、エイズ孤児院、
NGOの診療所、JICAの事務所訪問や、ケニアの村に
４泊して、実際に生活している人の衛生面を見たり、
キベラスラムの中の診療所や、地元の人と触れ合い
人々の生活などを見て回りました。
全てを話し始めると、勢多だよりが電話帳のよう
になってしまうので、病院見学と、ケニアの村での実
習をメインに話します。
ケニアの病院ではとにかくベッド数が足りない！
一つのベッドに患者さんが２人寝ていることもざら
で、検査機器も揃っていなく、それ以上に医師不足が
医学科第４学年　酒 井 滋 企
自主研修　IN　KENYA
ケニアの村にて～徒歩で移動～ ケニアといえばサファリ。ライオンがこんな近くに！！
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深刻であるように感じました。毎年240人の医学生が
卒業して医師になりますが、半分は高給を求め、欧
米や南アに流失してしまうので人手が足りず、カル
テや、検査データなどの整理もできていないし、非
常に勉強熱心で優秀であるので、いっそう無力感を
感じている様子でした。
ケニアの村では、非常に歓迎を受け、村をあげて
お祭りまでしてもらいました。僕たちも、その輪の
中に入り一緒に踊ったり、伝統的なムガンガの治療
の儀式に参加させてもらい、２時間にわたり楽器を
叩いたり踊ったりと、価値観の違いに圧倒されっぱ
なしでした。しかし、一方常にマラリア蚊の緊張感
にさらされ(同時にマラリア予防薬の副作用に悩まさ
れ)、水道、ごみ処理施設、電気などもない生活は不
便で、必要性を痛感させられるなど、あらゆる場所
で感染症や公衆衛生学の必要性(勉強の足りなさも)
を感じさせられました。
最後にこの研修を通して感じたことを少し。感
じたことは数多くありますが、その中でもケニア
のあらゆる問題と政治経済の問題の関係が印象的で
した。ケニアではモノカルチャーからの脱却が困難
であり、経済面の先行きが暗い。さらに、教育面に
おいても、高い授業料を払って大学に入った人は優
先的授業を受けられるが、一般入試で入学した人は
授業に空きの枠ができるまで受けられない、などの
差別があります。そもそも国全体が貧しいのに、す
べてのシステムが富裕層中心にできており、多くの
若者にとっては希望を持ちにくい構造となっていま
す。その中で、子供を生み育てながら働きさらに大
学まで通っているようなスーパーウーマンもいまし
たが、そんな人はほんの一部で、このように希望を
持ちにくい中で、絶望し、犯罪に走る人も多く、非
常に犯罪率の高い国となっているのです。　
エイズやマラリアにかかっている人に医療を提供
することは大切なことであるけれど、貧困により十
分な栄養が取れず、病状が悪化していき死んでいく人
や、エイズの薬を売って食事代に当てる人がたくさん
いるという現実を知ると、医学ができる範囲は狭いよ
うにも感じます。しかし、ケニアで働いている方々と
話していると、みんな自分ができることを一生懸命し
ようというエネルギーにあふれているし、私も医師に
なるにあたり、自分の役割というものについて考え精
進していかなくてはいけないなぁと痛感しました。
長々と書きましたが、実際に見ないと分からない
部分も多いし、人生の大きな糧になること請け合いな
ので、みなさんも是非一度ケニアを訪れてみてくださ
い。３年生の人は来年自主研修でこのチャンスを使わ
ない手はないと思いますよ。質問等あったら、いつで
も気軽に声をかけてください。
最後になりましたが、この素晴らしい研修の調整
をしていただいた消化器・血液内科の藤山教授、ケニ
アで始めから最後までお世話になりっぱなしだった長
崎大学の皆川教授、早川さん、匡哉さんをはじめ、多
くのお世話になった多くの方々…ほんとうにありがと
うございました。ケニアは最高でした。
キャベラスラムで空手の形演舞をしました 村人の大歓迎！～村のお祭りにて～
長崎熱帯研の先生方と
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医学科第４学年　竹之内 響
海外自主研修を終えて
2006年８月～９月、私は約４週間の日程でアメ
リカ、ワシントンDCのGeorgetown University
に海外自主研修に行かせていただきました。
３年生の冬、スケジュール的な問題からずっと
諦めていた海外自主研修にやっぱり行きたいとの
思いが高まり、興味のある分野で研修させていた
だきたいと、分子神経科学センターの遠山先生を
訪ねました。
遠山先生と先方の松岡先生にわがままを聞い
ていただき、どうにかスケジュールの調整がつ
いて晴れて私の海外自主研修が現実のものとな
りました。
それからは昼休みの時間を利用して簡単な実
験の手技や器具の扱いなどを教えていただき、
ビザやアパートの手配(これが大変でした…)に
追われ、あれよあれよという間に出発の時が来
ました。
行きの飛行機の中、様々な不安が頭を渦巻い
ていました。そもそも一人で海外へ行くこと自
体初めてだった上に、大学の寮やstudent house
が取れなかったためアパートで一人暮らしする
事になり、何よりろくに知識も経験も積まない
ままこの日を迎えてしまったという焦りが大き
く、一睡もせずに資料やノートを読み返してい
ました。このおかげで時差ぼけには全く悩まさ
れませんでした(笑)。
ダレス国際空港に着くと、当然のことながら見
渡す限り英語で溢れかえっています。入国審査が
終わりタクシーに乗って目的地を告げた頃には、
情けないことですが心細さで涙が出そうになって
いました。親切なドライバーのおじさんは色々と
話しかけてくれ、大学に着くとLabの下まで荷物
を運んでくれました。
いよいよ松岡先生との初対面です！お話に聞い
ていた通り、どう見ても日本人なのに話してみる
と言葉も仕草もあまりにアメリカ人らしく、流れ
出てくる英語に圧倒されてとにかく笑うだけしか
できませんでした。初日はLabのメンバーと引き
合わせていただき、簡単に翌日からの実験のプラ
ンを立てて、先生がアパートまで送ってください
ました。途中で先生のお子さんをpick upし、３
人で動物園に行って楽しい時間を過ごさせていた
だきました。
翌日から実際の研修が始まりました！内容は、
アルツハイマーのトランスジェニックマウスの
Labのメンバー集合写真(左からChico, Dr. Matsuoka, 私, LI)
Georgetown Universityの医学部学舎
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脳を薄切して免疫染色し、マウスの月齢によるＡ
βの沈着の仕方を見ると言うものです。２日で１
サイクルのTrialを繰り返し、スライドができる
と先生に見ていただいてdiscussionし、改善点を
見つけたり抗体の濃度や使用するsectionを替え
る、という流れで毎日が過ぎていきました。
段々と作業効率も上がり、反応待ちなどで空い
た時間には他の研究者の実験を見せていただいた
り少し手伝わせていただいたりできて、とても充
実した日々になりました。
休日には、ＤＣ中の観光地という観光地はでき
る限り見て周り、松岡先生の強い勧めでニューヨ
ークにも１泊で観光に行ってきました。ホワイト
ハウス、FBI、自由の女神、ブロードウェイミュ
ージカル、グラウンド・ゼロ…とにかく思いつく
限りの有名どころには足を運びました。
さらにある週末には先生のお宅でBBQに招待し
ていただいたり、Labの他のメンバーのご家族と
皆で夕食を食べに出かけたり、車で郊外のAsian 
marketに連れて行っていただいたりと、かなり
充実した週末を過ごさせていただきました。
あっという間の４週間が過ぎ、最後のTrialを
終えてのdiscussionで、松岡先生と今までとは
少し違う話をしました。ScientificなClinicianと
ClinicalなScientistの必要性についてお話を伺
い、私自身、基礎に興味があって入学したものの
今は臨床医になることを考えているので、とても
印象深く、心に残るお話でした。
この夏、Georgetown Universityで過ごした４
週間は、私にとってとても有意義な時間となりま
した。これから先、基礎に進むにしろ臨床に進む
にしろ、この４週間で得た経験は私の人生にとっ
てなくてはならないものだったと思います。
最後になりましたが、遠山先生、松岡先生を
はじめ、分子神経科学研究センターの先生方、
Georgetown Universityでお世話になった全ての
方に、心から感謝しております。本当にありがと
うございました。
NY観光時の写真(Times Square)←ブロードウェイ
ミュージカルもしっかり観ました。
毎朝通っていたスターバックスの
バリスタさんと☆です
松岡先生宅でのBBQ
－14 －
SETA  DAYORI  No.74
－15 －
SETA  DAYORI  No.74
キャンパス ライフ
医学科第４学年　飯 山 き え
家庭医療を知りたい！ 自主研修＠ミシガン大学
４週間の自主研修中にある日本人女性の出産に
立ち会うことができました。彼女とはそれまでに
診療所で、妊婦検診で問診をさせて頂いたり、胎
児の心音をエコーで聞かせて頂いたりと関わって
いた方だったので、陣痛で病院に到着してから出
産まで一緒に居ることができ、とてもとても感動
しました。
出発準備から実習後まで、話し始めたらとまら
ないドタバタの自主研修の思い出をごくごく一部
ですがここで紹介したいと思います。
家庭医療とは？私がミシガンに行った理由
『家庭医療』とは何なのでしょうか？ 'The doctor 
who specializes in you' という言葉が使われるよ
うに『｢ある疾患」だけではなく､「あなた」と
いう人を専門にする医療』だと聞く機会がありま
した。私は特に「健康問題の種類にかかわらず、
その人が生活している家庭などの背景を把握し、
一人の人間として全人的に対応する」との考え方
に興味をもち、その家庭医療が根付いているアメ
リカで、家庭医療の考え方についてもっと知りた
いと自主研修先を選びました。
自主研修中で行ったこと
私が自主研修中に行った事として主なものは３
つあります｡１つ目が、ミシガン大学のサテライト
クリニックにて家庭医療外来の見学(診察手技や問
診の方法なども学ぶ)、２つ目が患者さんを訪問し
て患者さんの家族や生活面を含めて患者さんにつ
いて考えることを目的としたFamily Case Study、
３つ目が日本人患者さんを対象とし「家庭医療を
どう考えるか?」を聞くインタビューです。
家庭医療は、年や性別、健康問題の種類に関わ
らず受診できることも１つの特徴で、実際に私が
実習中に出会った患者さんも多彩でした、妊婦検
診とその女性の出産後には赤ちゃんの黄疸治療､
会社員の健康診断、若い男性の水虫発見と避妊方
法の相談、婦人科腫瘍の検査、マタニティブルー
のフォロー、91歳のおばあさんの関節痛と風邪
での受診などなど。また、ある男性は高血圧のコ
ントロールも大腸癌検診も10年近くFetters先生
が診ていらっしゃり、その患者さんと先生の話に
は患者さんの家族の近況や、以前からの趣味の話
などがでてきて二人の信頼関係の深さを感じるこ
とができたのも興味深いことでした。
楽しい休日の過ごし方
４週間の期間中の思い出は実習ばかりではありま
せん。森に散歩に行ったり、映画を見に行ったり、
書店やアンティークショップを覗いたり。色々面白
いことがあるのですが、なんといっても、一番はキ
ング・サーモンを釣ったことです!! Fetters先生
のご家族とAnn Arborから約５時間のLadington
へ車で向かい３泊４日のキャンプを楽しみまし
た。ミシガン湖で生まれて初めてサーモンを釣り
上げた感触は忘れられません！あ～面白かった♪
スタッフと(その1）
診察室
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今回の自主研修では、ここでは書ききれないほ
ど、たくさんの方と出会い様々なことを学びま
した。家庭医療を実践されている先生方からお話
を聞くことができたこともちろんですが、臨床・
診療の面白さを感じることもできました。また、
そもそも医療とは何か、将来自分がどのような医
療人になりたいのかということを考えるきっかけ
にもなりました。ポリクリが始まる前のこの期間
に、そのような時間がもてたことだけでも意味が
あったと思っています。
自主研修での目的や意識は一人一人異なりま
すが、自分が興味を持っている分野に首をつっ
こんでみる機会として、絶好のチャンスと考える
のも１つではないでしょうか。少しでも何かした
いな…と考えている人は、自主研修のシステムを
上手く利用すれば、その後の自分を動かしていく
ような、そんな時間を得ることができるような気
がします。
最後になりましたが、実習を受け入れてくださ
りご指導くださいましたFetters先生を始めミシ
ガン大学の皆さん、学生の私に見学を許可してく
ださった患者さんの皆さん、学ぶ機会を与えてく
ださり本当にありがとうございました。そしてま
た、応援してくださった先生方と家族に深く感謝
いたします。
スタッフと(その2）
本屋さん
ミシガン湖
散歩中
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名誉博士称号授与式
10月18日㈬管理棟大会議室において滋賀医科大学名誉博士の称号
授与式が行われました。今回、国際共同研究や医学貢献などにより
本学が多大な恩恵を受けたカナダのブリティッシュコロンビア大学
名誉教授のパトリック　Ｌ.マクギア博士ならびにイディス　Ｇ.マクギア
博士に学長から名誉博士記及び記念品が贈呈されました。 
名誉博士の称号は、学術文化や国際学術交流の発展に特に顕著な
功労があり、本学の教育研究上多大な功績があった方を対象として
授与されるもので、両博士が最初の名誉を受けられました。 
称号授与式に続いて行われた記念講演会には多数の出席者があ
り、博士の熱のあふれたご講演に対して、活発な質疑応答が行われ
ました。
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第32回 滋賀医科大学解剖体慰霊式を挙行
去る10月20日㈮午前10時から本学体育館において、ご遺族、ご来賓、
しゃくなげ会会員及び教職員・学生600余名の参列の下に、第32回滋賀医
科大学解剖体慰霊式を厳粛に執り行い、系統解剖44霊、病理解剖29霊、
法医解剖73霊、計146霊の御霊のご冥福をお祈りしました。
慰霊式は、まず出席者全員で御霊に黙祷を捧げ、諸霊法名拝誦の後
に、吉川学長から慰霊の辞が述べられ、続いて学生代表の慰霊の辞、山
中しゃくなげ会理事長より献辞があり、そして出席者全員による献花が行われました。
最後に、ご遺族代表の廣野尊士氏、本学教授代表として病理学講座の服部教授からご挨拶があり、閉式
となりました。
平成18年度 研究動物慰霊式を挙行
平成18年度研究動物慰霊式が11月７日㈫午後３時より、本学
研究動物慰霊碑前にて執り行われました。
慰霊式には、学長、副学長をはじめ101名が出席し、黙祷を行
なった後、動物生命科学研究センター長小笠原一誠教授、利用
者会議議長山本好男講師から慰霊の辞が述べられました。
その後出席者全員による献花が行われ、過去一年間に実験に供
された動物の御霊を慰霊碑に納め、冥福を祈りました。
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医療人ＧＰ
第２回全人的医療を考える市民·学生参加シンポジウム
平成17年度に文部科学省から採択された「地域医療等社会的ニーズに対応した医療人教育支援プログ
ラム｣(医療人GP)の事業の一環として、去る11月23日㈭に、｢第２回全人的医療を考える市民・学生参加
シンポジウム」を京都市中京区にある京都商工会議所講堂で開催しました。
このシンポジウムは、８月31日に大津市内で開催した第１回シンポジウムに引き続き開催したもの
で、滋賀医科大学が目指す「疾病を有する一個人としての患者さんに適切に対応する全人的医療を実現
できる医師の育成」には、様々な価値観を持つ一般市民の方々が医学教育に直接参加していただくこと
が重要であるとの考えから、一般市民や学生等を対象に開催したものです。
当日は冒頭に、これまで医療人GPのプログラムとして行ってきた「患者様訪問実習」などの経験を通
して、３組の学生から「全人的医療と私たちが今できること｣、｢私たちが見た患者様訪問実習｣、｢ミシ
ガン大学での患者様訪問を通して」と題し、これまでの活動状況について発表がありました。
これらの発表については、｢全人的医療推進委員会委員」及び会場の参加者全員の投票により審査が行
われた結果、医学科第４学年　飯山　きえさんの発表が最優秀発表に選出され、飯山さんに対し、同推
進委員会委員長の森田附属病院長から「全人的医療推進賞」が贈呈されました。
会場の参加者からは「どれも心に残る発表で皆さんに投票したい」とか「是非私のところにも訪問実
習に来ていただきたい」などの感想が述べられました。
その他にナチュラル心療内科クリニック院長の竹林直紀先生から「西洋医学に代わる・補う医療｣、奈
良女子大学保健管理センター教授の高橋裕子先
生から「禁煙の効用｣、京都府栄養士会会長の
玉川和子先生から「食事の効用｣、総合人間研
究所長の早川一光先生から「かかりつけ医の効
用」と題し、それぞれ講演がありました。
このシンポジウムには、一般市民の方127
名、学生11名を含め、合わせて169名の参加が
あり、各講師の興味深い講演に耳を傾けるとと
もに、熱心な意見交換が行われました。
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附属病院の敷地内全面禁煙
附属病院では12月１日㈮より附属病院の敷地内において、全面禁煙を実施することにな
りました。
病院には、呼吸器疾患、心疾患やアレルギー疾患等のタバコの被害(影響)を強く受ける
患者様が数多く来院(在院)されています。また、受動喫煙による二次被害が大きいとされ
ていることは周知のとおりで、附属病院では平成15年９月１日より病院建物内の全面禁煙
をすでに実施していました。
しかし、喫煙に関する社会的環境は大きく変化しており、本院でも生活習慣病センター
で禁煙指導を開始し、さらに約半年にわたる準備期間を経て12月１日㈮より、非喫煙者の
方々の健康を守るべく病院敷地内の全面禁煙(車内も含む)を実施することとしました。
全面禁煙を間近にひかえた11月27日には医師や看護師らが院内各所で禁煙パンフレッ
トやグッズを配布し、また、玄関ホールでは「禁煙サンバ」オンステージを披露する禁煙
キャンペーンが催され、多くの来院した方々に楽しみながら理解していただきました。
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学生課からのお知らせ
医学科６年生
看護学科４年生 　各位
更衣ロッカーの明け渡しについて
　
現在使用中の更衣ロッカーは、皆様が卒業後、翌年４月以降は新入生が使用することになりま
す。
　ついては、ロッカーの入れ替えが円滑にできますよう、下記の取り扱いとしますので、ご協力
をお願いします。
記
使用期限　　平成18年３月27日㈫
　　　　　　　※卒業式の翌日まで
使用終了後の整理
使用を終えた学生は、次の要領でロッカーの整理をお願いします。
　①　中を空にし、次の後輩が使用できるよう、きれいにする。
　②　扉に貼付してあるネームプレートを横向けに貼り直す。
　③　施錠しないで扉を閉める。
この状態のロッカーは、順次学生課で空きロッカーとして管理します。
使用予定のない学生は、早めに整理をお願いします。
留意事項　　　期限後も未整理のロッカーは、学生課が開錠し、中の物は処分します。
本件担当　　　学生課　専門職員(課外活動担当） 　℡077-548-2070
メール　hqkagai@belle.shiga-med.ac.jp
学部学生
大学院生 　各位
海外渡航を行う際の届けの提出について
標記については、旅行等による海外渡航には事前に所定の「海外渡航届」を学生課に提出する
よう学生要覧において通知済みでありますが、昨今の海外情勢(イラク問題、SARS、鳥インフ
ルエンザ等)を鑑み、必ず届けを提出するようあらためて通知いたします。
用紙は学生課課外活動担当にありますので必要な場合は申し出てください。
なお、渡航に際しては渡航地周辺の情報把握につとめ、危険な計画は立てない、危険な場所に
は行かない、行動には十分注意する等、各自の責任において安全な渡航を行ってください。
参　考
外務省海外安全相談センターによる海外安全ホームページ
http://www.pubanzen.mofa.go.jp
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編集後記
●勢多だよりの由来●
勢多は勢田、世多、瀬田とも書かれるが、古代、中世の文献では、
勢多が多用されている。それに勢多は「勢（いきおい）が多い」とい
う佳字名称である。従って、いきおいが多かれと願う本学関係者の想
いにぴったりということで、瀬田とせずに、あえて勢多とした。
（題字は脇坂行一初代学長による）
年内発行を目標に編集した勢多だより74号を
｢若鮎祭特集号」としてお届けします。
本号の記事では、若鮎祭を成功させるため
に東奔西走した実行委員長をはじめ委員の皆さ
んの苦労話が「喜びと感謝の言葉」で爽やかに
締めくくられており、海外自主研修のレポート
３編では、それぞれにとても興味深い貴重な体
験を紹介していただきました。こうして学内外
で見聞を深めた皆さんや、スポーツや研究など
で本年度の学生表彰を受けられた個人・団体の
皆さんに刺激されて、多くの滋賀医大生が発奮
し、自らの学生時代を素晴らしく誇らしいもの
にして欲しいと願っています。
　
編集長　今本喜久子
勢多だより　No. 74
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